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○豊かな環境を保全・創造する条例の施行
府域の環境を守るため、各種条例を制定し、施策
の推進に取り組んでいます。
¡大阪府環境基本条例

豊かな環境の保全及び創造に関する基本的理念を
掲げています。
¡大阪府生活環境の保全等に関する条例

公害を防止し、府民の生活環境を守ります。
¡大阪府自然環境保全条例

緑や野生生物を守り、育て、府民が自然の恵みを
うけられる環境を守ります。
¡大阪府景観条例

府民や事業者との協同による美しい景観づくりを
進めます。

○施策の計画的な推進
府域の環境を守るため、各種計画を策定し、計画
的な施策の推進に取り組んでいます。
¡大阪府環境総合計画

大阪府環境基本条例に基づき、『豊かな環境都市・
大阪』の実現を長期的な目標としています。
¡大阪地域公害防止計画

環境基本法に基づき、公害の防止や自然、地球環
境の保全を目的としています。
¡みどりの大阪21推進プラン

みどりあふれる環境の中で心の豊かさを実感でき
る世界都市大阪の実現を目指しています。

大阪府では、“人のこころがかよいあう豊かな環境の保全と創造”をめざして、平成６年３月に「大阪府

環境基本条例」を制定し、府民が健康で豊かな生活を享受できる社会、自然と共生する豊かな環境の創造、

文化と伝統の香り高い環境の創造、さらに地球環境保全に資する環境にやさしい社会の創造を基本方針と

して、各種の施策を総合的・計画的に推進しています。

¡大阪府広域緑地計画

広域的観点からみどりづくりの将来像を定め、企
業と連携したみどりづくりを目指しています。

○環境アセスメントの推進
事業の実施に際し、適正な環境配慮がなされるこ

とを確保するため、「環境影響評価法」及び「大阪
府環境影響評価条例」（平成10年３月制定）に基づ
き、住民、関係市町村長、学識経験者の意見を聴き、
事業者に対して必要な指導や助言を行っています。

○大阪府自らの環境配慮の取組
大阪府では、事業者・消費者の立場から、環境へ

の配慮を徹底しています。
¡環境にやさしい大阪府庁行動計画（府庁エコアク

ションプラン）

庁内の環境管理システムの構築を図るとともに、
率先して、省エネルギーやリサイクル、グリーン購
入などに取り組んでいます。
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¡ISO14001の認証取得

平成11年２月に本庁舎における事務活動を対象と
して、環境管理の国際規格である「ＩＳＯ14001」の
認証を取得しています。

○府民が参加する環境保全活動の推進
府民の皆さんが積極的に環境保全活動に取り組ん

でいただけるよう、推進体制づくりや環境教育・学
習に取り組んでいます。
¡豊かな環境づくり大阪府民会議

「豊かな環境づくり大阪行動計画－地球環境を守
る大阪府民のローカルアジェンダ21－」の策定やグ
リーン購入キャンペーンなどの実践活動の展開に取
り組むとともに、環境保全活動補助事業や「おおさ
か環境賞」等の事業により、環境保全活動を支援・
奨励しています。
¡環境教育・学習の推進

「こどもエコクラブ」のメンバー及びサポーター、
コーディネーターを対象とした交流会などを実施す
るとともに、環境庁と連携し、「総合環境学習ゾー
ン・モデル事業」として、公害監視センターや総合
青少年野外活動センターなど、６カ所の拠点施設に
学習資材を配備し、体験的な環境学習活動を推進し
ています。

○環境保全基金の活用
平成元年度に設置した「大阪府環境保全基金」を

活用し、環境教育・府民啓発の推進や、地域におけ
る環境保全活動の促進などに取り組んでいます。

○環境情報システムの整備
大気汚染、水質汚濁、府内の工場からの汚染物質

排出量など、環境に関するさまざまな情報を蓄積し
データベースを構築して、将来予測や開発事業の環
境影響評価などを行っています。
さらに、府がこれまで蓄積してきた環境技術情報

をインターネットを通じて発信しています。

○調査研究などの実施
公害監視センターをはじめとする府の各試験研究

機関では、大気汚染、水質汚濁、騒音、振動など環
境に関する測定や検査・分析、環境保全技術や健康
影響、農業技術、環境にやさしい技術の開発などに
取り組んでいます。
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〈環境関係ホームページの紹介〉�
◆エコギャラリー ～おおさかの環境～� ◆かんきょう交流ルーム�

http://www.epcc.pref.osaka.jp/fumin/�
　大阪の環境について、いつでも自由に意見交換
や情報交流をしていただくためのホームページです。
情報の提供や意見の書き込みには会員登録（無料）
が必要です。現在会員募集中！（申し込みは画面
にあります）�

大阪府環境技術情報�
http://www.epcc.pref.osaka.jp/apec/�
　府におけるこれまでの環境対策の歴史のほか、
環境アセスメント制度など現在の環境対策の内容
を日英２カ国語で発信しています。�
　APEC環境技術交流バーチャルセンターホームペ
ージを通じ、国内外の環境関連サイトともリンクして
います。�

http://www.epcc.pref.osaka.jp/
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○自動車保有台数とディーゼル車の増加

府域の自動車保有台数は377万台（平成10年度）と、
10年前に比べて1.24倍に増えています。
また、窒素酸化物や黒煙を多量に排出するディー
ゼル車の割合は年々増加の傾向を示していましたが、
平成９年度以降は若干減少しています。

○道路沿いの環境基準達成状況

道路沿いの測定地点では二酸化窒素は約６割、道
路交通騒音は約９割で環境基準を超えています。

○窒素酸化物の総量削減等

窒素酸化物による大気汚染を防止するため、各種
施策を推進しています。
¡大阪府自動車排出窒素酸化物総量削減計画

環境基準の概ね達成に向けて、排出ガス規制の強
化や低公害車等の普及促進、交通量抑制のための物
流効率化、公共交通機関の整備などの対策を進めて
います。また、自動車を多量に使用する事業者に対
し、指導を行っています。
¡低公害車の普及

電気自動車や天然ガス自動車などの低公害車の普
及のため、民間事業者への助成やイベントを開催す
るほか、府公用車への計画的導入を進めています。
また、府域での燃料供給施設の計画的整備も進めて
います。

¡土壌による大気直接浄化手法等の検討

土壌や光触媒を用いて大気を直接浄化する手法の
実用化について調査・検討しています。

○自動車騒音・振動対策

交通規制を行うとともに、防音壁や環境施設帯の
設置及び低騒音舗装の実施により、騒音・振動が発
生しにくい道路構造の整備を進めています。
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私たち一人ひとりの生活と深いかかわりを持つ便利な自動車も一方では排出ガスによる大気汚染や騒音

などの自動車公害を引き起こしています。このため、府民、事業者、行政が互いに協力して、さまざまな

対策を進めていくことが求められています。

くるま公害のないまちに

駐車時のアイドリングは条例で禁止されています。
駐車中に自動車のエンジンをかけ続けるいわゆるアイ

ドリング行為は、直接的に付近の住民に大気汚染や騒音
の被害を引き起こすとともに、府域の環境保全の観点か
らも無視できないものとなっています。
このため、「大阪府生活環境の保全等に関する条例」で、
駐車時におけるアイドリングは原則的に禁止されていま
す。また、事業者に対する従業員への指導義務や駐車場
管理者に対する利用者への周知義務が課せられています。
アイドリングに関する苦情・問い合わせ専用電話
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¡通勤・通学には電車・バスを利用しましょう。
（毎月20日は「ノーマイカーデー」です。）

¡より低公害な自動車に乗り換えましょう。
¡車の急発進や急加速はやめましょう。
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○生活系ごみの増大

府域のごみ（一般廃棄物）の平成９年度の排出量
は448万トン、このうち、生活系ごみは244万トンで、
府民１人当たり１日に約 755ｇの生活系ごみを出し
ています。

○ごみの減量化とリサイクルへの取組

府民、事業者、府、市町村が協力してごみの減量
化・リサイクルを推進することが必要です。
¡大阪府廃棄物減量化・リサイクル推進会議

減量化やリサイクルの具体的な目標と実践行動を
取りまとめた「ごみ減量化・リサイクルアクション
プログラム」を推進しています。
また、「リサイクルフェア」の開催や「エコショッ
プ制度」の普及などを行っています。

○産業廃棄物対策

「廃棄物処理法」に基づき、事業者や処理業者を
指導・監督するとともに、「大阪府産業廃棄物管理
計画」を策定し、産業廃棄物の適正な処理や、減量
化・リサイクルを推進しています。
特に、産業廃棄物を多量に排出する製造業者や建

設業者などに対して重点的に指導を行っています。

○廃棄物の最終処分場の確保

廃棄物の適正処理、広域処理を目的として、堺第
７－３区で、産業廃棄物の埋立処分事業を行ってい
ます。また、大阪府を含む近畿２府４県と168市町村
が共同して、フェニックス事業を推進しています。

4

近年の経済活動やライフスタイルの変化に伴って、廃棄物の発生量が増加し、その質も多様化しています。

廃棄物を適正に処理するとともに、省資源・省エネルギーの視点や地球環境保全の視点から、廃棄物の発

生を抑制し、積極的に減量化やリサイクルに取り組むことが必要です。

ごみを減らし資源を生かすために
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¡買物袋を持参し、包装紙や袋は辞退しましょう。
¡ごみ減量化・リサイクルに配慮した商品や再生資源
を使用した商品を購入しましょう。

¡「エコショップ」を利用しましょう。
¡びん、缶、ペットボトル、牛乳パックやトレー、卵
パックなどは捨てずにリサイクルしましょう。
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○大気のよごれ具合

¡二酸化窒素や浮遊粒子状物質は改善が必要

大阪市内を中心に二酸化窒素濃度が環境基準を超
えている地点があります。また、自動車排出ガス測
定局は一般環境測定局と比べ濃度が高い傾向にあり
ます。
浮遊粒子状物質の濃度は、ほぼ横ばいの状況です。

¡二酸化硫黄濃度は改善

二酸化硫黄は、近年、工場・事業場における燃料
の良質化や脱硫装置の整備により大幅に改善されて
います。

○窒素酸化物対策

自動車排出ガス対策を進めるとともに、工場・事
業場に対して規制や指導を行っています。
毎年12月の「大気汚染防止推進月間」には、駐車

時のアイドリングストッ
プや暖房温度の適正化な
どを府民に呼びかけてい
ます。

○浮遊粒子状物質対策

浮遊粒子状物質の発生のしくみの解明に努めると
ともに、工場・事業場から排出されるばいじんや粉
じんを規制しています。

○光化学スモッグ

光化学スモッグの発生を抑制するため、原因物質
である窒素酸化物や炭化水素類を規制しています。
また、光化学オキシダント濃度が高くなったとき

には、光化学スモッグ予報や注意報などを発令し府
民や事業者に注意を呼びかけています。

○悪臭対策

近年の悪臭原因は、工場等によるものの他、各種
サービス業・家庭生活によるものなど身近なものが
増えています。
このため、アンモニア、トルエンなど22の特定悪

臭物質を規制し、市町村と協力して悪臭の防止対策
を進めています。

二酸化硫黄、一酸化炭素による大気汚染は、工場などの大気汚染対策が進んだため、改善されてきてい

ます。一方、二酸化窒素、光化学オキシダント、浮遊粒子状物質については今後さらに改善が必要であり、

自動車からの排出ガスを削減するとともに、工場・事業場に対する排出規制などの対策を引き続き進めて

いくことが必要です。

きれいな空気に

¡テレビやあかりなどのつけっぱなしはやめましょう。

¡電化製品は省エネ型のものを選びましょう。

¡冷房温度は28℃、暖房温度は20℃を目安にしましょう。

¡家のまわりやまちに緑を増やしましょう。
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　　　　（平成１０年度）�

大阪市�

立入検査

 (ppm)

 (ppm)

 (mg/m3)

昭
５０
�

平
元�

２� ３� ４� ５� ６� ７� ８� ９� １０
�

５５
�

６０
� （年度）�

一般環境測定局�

一般環境測定局�

一般環境測定局�

自動車排出ガス測定局�

自動車排出ガス測定局�

浮遊粒子状物質濃度（年平均値）の推移�

二酸化硫黄濃度（年平均値）の推移�

二酸化窒素濃度（年平均値）の推移�

０�

０.０２�

昭
５０
�

平
元�

２� ３� ４� ５� ６� ７� ８� ９� １０
�

５５
�

６０
� （年度）�

０�

０.０１�

０.０２�

０.０３�０.０４�

０.０６�

０.０８�

０.１０� 昭
５０
�

平
元�

２� ３� ４� ５� ６� ７� ８� ９� １０
�

５５
�

６０
� （年度）�

０�

０.０１�

０.０２�

０.０３�

０.０４�

０.０５�
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○海や川のよごれ具合

¡河川のＢＯＤ濃度の推移

昭和40年代後半から改善され、近年ほぼ横ばいの
状況です。

¡川と海の水質の現状

円の大きさが汚れの度合いを示し、赤の地点では、
環境保全目標をオーバーしています。

○生活排水対策

一般家庭からの生活排水対策として、し尿と併せ
て風呂や台所の生活雑排水を処理する合併処理浄化
槽の普及を推進しています。

○工場・事業場に対する規制

水質汚濁を防ぐため、国よりも厳しい排水基準を
導入し、規制・指導を行っています。

○河川等の水質浄化の促進

自然の浄化作用を活かした河川づくりを進めると
ともに、川底にたまった汚泥のしゅんせつを行って
います。

○下水道の整備

2001年に下水道普及率をおおむね90％まで高める
ことを目標に、下水道の整備を推進しています。平
成10年度末の下水道普及率は80.5％となっています。

大阪の川や海の水質は、産業排水に対する規制や下水道の普及などで、かなりよくなってきましたが、

河川や海の浄化をさらに進めるためには、一般家庭から出される生活排水に対する取組が必要です。

きれいな水に

 (mg/L)

昭
４６
�

５０
�

５５
�

６０
�

平
元�

２� ３� ４� ５� ６� ７� ８� ９�

（年度）�

主要河川におけるBOD（年平均値）の推移�

０�

５�

１０�

１５�

２０�

２５�

３０�

淀川（枚方大橋）�
寝屋川（京橋）�
大和川（河内橋）�

１０
�

西
川�

東
川�

大
川�

山
中
川�

番
川�

男
里
川�

樫
井
川�

近
木
川�

津
田
川�

父
鬼
川�

石
川�

木
津
川� 槇

尾
川�

西
除
川�

石
津
川�

東
除
川�

千
早
川�

大
和
川�

平
野
川�

恩
智
川�

寝
屋
川�

淀
川�

神
崎
川�

猪
名
川� 千

里
川�

船
橋
川�

水
無
瀬
川�

環
境
保
全
目
標
が
未
達
成
の
地
域�

環
境
保
全
目
標
が
達
成
さ
れ
て
い
る
地
域�

芥
川�

安
威
川�

箕
面
川�

余
野
川�

天
野
川�

牛
滝
川�

春
木
川�

川と海の水質の現状�
（平成１０年度）�

¡使えなくなった油は「流し」に流さないようにし、
紙などにしみこませて燃えるゴミとして出しましょう。

¡食器や鍋などの汚れは、紙でふいてから洗いましょう。
¡「流し」には、細かい目の網を置きこれに調理クズ
などを入れましょう。

くらしの汚れはどのくらい？�
魚がすめる水質（BOD:5mg/L程度）�
にするために必要な水の量は風呂�
おけ何杯分�

３３０杯分�

２杯分�

３.３杯分�

１０杯分�

汚れのもと�
（　）内の量を捨てたら�

使用済みの油（５００ml）�

しょう油（２０ml）�

（風呂おけ１杯：３００L）�

ラーメンの汁（２００ml）�

牛乳（２００ml）�

（注）河川の環境保全目標（BOD）及び海域の
環境保全目標（COD）は、その利水目的によ
り異なる目標値が定められています。

薄
層
流
浄
化
施
設
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○有害物質の排出抑制

法律や条例に基づき、工場や事業場に対し、塩化
水素やカドミウムなどの有害物質の大気や水質への
排出を規制するとともに、基準の遵守徹底等につい
て指導を行っています。

○環境モニタリング

有害大気汚染物質19物質について、定期的な環境
モニタリングを実施しています。
環境基準が設定されている３物質のうち、ベンゼ
ンについては道路沿道を中心に環境基準を超えた地
点が多くありましたが、トリクロロエチレン、テト
ラクロロエチレンについては全ての地点で環境基準
を達成していました。
また、上水道水源における農薬等の水質調査、地
下水質の実態調査を実施しています。

○化学物質の適正管理の促進

平成11年７月に、「特定化学物質の環境への排出
量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」が
制定され、環境汚染の恐れがある化学物質を使用す
る事業者に対し、その排出量などの届出を義務づけ
ることによって自主管理を促し、汚染の未然防止を
図る、ＰＲＴＲ制度が導入されることになりました。
また、府では、独自に「大阪府化学物質適正管理

指針」を定め、化学物質を使用する事業所に対して、
管理体制の整備や使用量・製造量の記録・報告など
化学物質の適正管理を促進しています。

○調査研究の実施

未規制の有害化学物質について、分析技術の開発
等の調査研究を実施しています。
また、有害化学物質による環境汚染の危険性を定

量的に評価する手法や、化学物質のデータベース化、
府民との情報共有化のあり方等について基礎的研究
を行っています。

○ダイオキシン類対策の推進

¡大阪府ダイオキシン対策会議の設置

ダイオキシン類問題について総合的な対策を推進
するため、「大阪府ダイオキシン対策会議」を設置し
て、発生源対策や環境調査等を実施しています。
¡環境調査

平成10年度には、大気・水質、土壌中の環境調査
を実施しました。大気については、府域51地点で環
境モニタリング調査を行い、国の定めた大気環境指
針値を超えた地点はありませんでした。
また、食品や母乳中のダイオキシン類についても

実態調査を行いました。
¡発生源対策

大気汚染防止法や廃棄物処理法、府が定めた「大
阪府廃棄物焼却炉に係る指導指針」に基づき、ダイ
オキシン類の発生防止対策指導の徹底を図っていま
す。
¡ダイオキシン類対策特別措置法

平成12年１月15日から「ダイオキシン類対策特別
措置法」が施行され、大気、水質、土壌の環境基準
が設定され、汚染状況の常時監視を実施することと
なりました。廃棄物焼却炉等の発生源については排
出基準が設定され、事業者による測定が義務付けら
れています。

私たちの身のまわりには、多くの化学物質が使われており、便利な生活を与えてくれるのと同時に、使

い方を誤ったり、環境中に大量に放出されると、思わぬ問題が起こる場合があります。また、中にはダイ

オキシン類のように、意図しないで発生してしまうものもあります。

くらしの中で安心して化学物質とつきあうために

ダイオキシン汚染につながるごみを減らすために、
¡ごみの分別収集に協力しましょう。

¡再生資源を使った商品を選んで購入しましょう。

¡過剰包装をさけるようにしましょう。

PRTRとは……

PRTR（Pollutant Release and Transfer Register）は、
有害性のある化学物質が、どのような発生源から、
どれくらい環境中に排出されたか、あるいは、廃棄
物に含まれて事業所の外に運び出されたかというデ
ータを把握し、集計し、公表する仕組みです。
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○騒音・振動の苦情

大阪は交通が集中し、工場や住居も密集している
ため、騒音・振動についての苦情が多くよせられて
います。
公害に関する苦情のうち、騒音に関するものが27％、

振動に関するものが４％を占めています。
騒音の苦情件数を発生源別に見ると、工場、建設

作業の順に多く、次いで商店・飲食店となっています。

○騒音振動対策

¡工場や建設作業など

法律や条例などに基づき市町村において、騒音・
振動防止のための規制や指導が行われています。
¡近隣騒音

深夜におけるカラオケ装置などの音響機器の使用
を原則として禁止しているほか、商業宣伝を目的と
した拡声機の使用について制限を設けています。ま
た、ピアノ、自動車の空ぶかしなどの生活騒音の防
止のための啓発等に努めています。
¡大阪国際空港の騒音対策

飛行コース周辺の騒音が特に著しい地域では、住
宅の移転や緑地の造成、学校や住宅の防音工事など
の対策を行っています。

騒音・振動の発生源はさまざまで、工場や建設作業、交通機関の他、私たちの日常生活から発生する音

が問題となる場合もあります。騒音・振動問題の解決には、発生源で騒音・振動を防止することが第一で

すが、土地利用の適正化を図ることや私たち一人ひとりが日頃から隣近所へ配慮することも重要です。

静かなまちに

健康被害の予防と救済のために

¡車の空ぶかしは控えましょう。

¡夜間、早朝のテレビ、ステレオなどの音量はできる

だけ小さくしましょう。また、ピアノなど楽器の練

習は窓を閉め、時間帯に気をつけましょう。

○公害に係わる被害の救済など

¡大阪府公害審査会

公害に関する紛争を迅速かつ適正に解決するた
め、あっせん、調停、仲裁を行っています。

○公害防止に係わる助成など

主に中小企業者が、公害防止のため、施設を設置・
改善したり、工場を移転したりする場合に、これに
係る費用の助成・融資制度などを設けています。

4,9
54

4,7
18

4,5
20

4,4
54

4,1
32 4,3

02
4,3

46
4,4

12
4,9

37 5,0
83

平
元�

大気汚染 1,815件（35.7％）�

水質汚濁 373件（7.3％）�

騒音 1,383件（27.2％）�

振動 193件（3.8％）�
悪臭等 883件（17.4％）�

典型７公害以外436件（8.6％）�

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
２�３� ４�５�６�７�８�９�１０�（年度）�

（件数）�

（公害等調整委員会調べ）�

公害の種類別苦情件数の推移�
（他機関からの移送分を含む）�

建設作業２４％�

工場２７％�

自動車の�
アイドリング・�
空ぶかし�
１０件�

楽器・�
音響機器�
８件�

電気機器�
８件�

その他�
２６件�

計９２件�

騒　音�
１,３７２件�

発生源別苦情の内訳（平成１０年度）�

生活騒音の苦情内訳（平成１０年度）�

人声・足音・�
給排水音�
２６件�

犬等�
ペット類�
１４件�

その他２５％�

交通機関４％�

家庭７％�

商店・�
飲食店�
１３％�

融資等のお問い合わせ
府庁代表106－6941－0351

■中小企業公害防止資金特別融資制度
府環境管理課（内線3858）

■中小企業低公害車購入資金特別融資制度
府交通公害課（内線3898）

■中小企業設備近代化資金特別融資制度
府新産業振興課（内線2658）

■産業活性化資金融資制度
府金融課（内線2644）

■設備貸与制度
&大阪府中小企業振興協会　設備貸与部
106－6947－4345
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○自然環境の保全

府民の財産である貴重な自然環境や生き物を守る
ための施策を推進しています。
¡自然環境保全のための地域指定等

自然公園地域、自然環境保全地域及び緑地環境保
全地域などを指定するとともに、自然公園区域内等
における開発行為の規制・指導や監視体制の強化に
努めています。また、森林を保全・育成し、その公
益的な機能の維持、増進に努めています。
¡鳥獣保護区の設定

野生鳥獣を保護するため、鳥獣保護区の設定など
を推進するとともに、保護思想の普及啓発に努めて
います。
¡傷病野生鳥獣の救護

「野生鳥獣救護ドクター制度」を活用するととも
に、府民ボランティアを募る「傷病野生鳥獣救護ボ
ランティア制度」により救護体制の充実を図り、適
切な救護活動の推進に努めています。

¡貴重な種の保存

天然記念物のイタセンパラや特別天然記念物オオ
サンショウウオ等の種の保存及び増殖を図るため、
生息環境の保全や試験研究を行っています。
○ビオトープの確保

いきものが生息する空間（ビオトープ）を確保し、
創造するため、湿地の保全を進めるなど、ビオトー
プの保全・回復や、ビオトープの基本的な考え方・
適用事例を紹介し、普及・啓発に努めています。

○地域緑地の保全

¡緑地保全地区の指定

市街地やその近郊に残された良好な緑地を緑地保
全地区に指定して保全しています。
¡風致地区の指定

樹林地や水辺、丘陵地など美しい自然の景観に富
んでいる区域などを風致地区に指定し、開発行為等
を規制しています。
¡樹木保存事業

地域の歴史を語り伝
える巨樹・名木等のう
ち、損傷の進んだ樹木
の治療・保全を行って
います。

○農空間の保全と活用

農地や農村の原風景や生態系などを活かしなが
ら、地域の活性化を図っています。また、都市に住
む府民と農村との交流事業を行っています。

様々な生物が住む生態系のバランスのとれた環境は、私たち人間にとっても、うるおいと安らぎのある

環境といえます。また、自然環境は生物の生息地であると同時に、水源のかん養や洪水の防止、土砂流出

防止などの国土保全機能を有しています。

自然と共生する豊かな環境に

ケガや病気の野生鳥獣は、このステッカ

ーの貼ってある獣医へ運んでください。

治療は無料です。

ビオトープの施工例
歩道を木造構造にして、いきものの生息空間への影響を小さくする
とともに、湿地の生態系の復元にも取り組んでいます。

山の斜面に広がる棚田風景（能勢町）

樹木保存事業が行われた天然記念物
の野間の大ケヤキ
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○森林と親しむ環境の整備

¡森林利用拠点の整備など

「府民の森」（ほしだ園地他７園地）や「高尾山
創造の森」などの拠点整備とともに、ネイチャーイ
ベントの開催など、自然とのふれあいの機会を提供
しています。
¡環状自然歩道の整備

東海自然歩道、生駒縦走歩道、ダイヤモンドトレ
ールなど既存の長距離自然歩道をつなぎながら、周
辺山系を環状に結び、森林利用拠点ともネットワー
クを図ります。

○海と親しむ環境整備

¡海浜の保全

岬町にある小島・長松の自然海岸を自然海浜保全
地区として指定し、開発行為の規制をしています。
また、府民を対象とした「海辺の教室」を開催して、
海辺に住む生物の観察と海浜の清掃を行っています。

¡海岸の環境整備

淡輪・箱作海岸において、海水浴場を整備すると
ともに、背後地をふくむ地域を、海浜植物園、人工
磯浜などと一体となった「せんなん里海公園」とし
て整備し、平成９年７月に一部開放しています。
また、二色の浜海岸では海浜緑地の広場整備など

を行いました。

○ため池環境の整備

ため池を農業用施設として活かしながら、うるお
いと安らぎを与える水辺空間とするため、平成３年
度から周辺の緑化や遊歩道等の整備を行う「オアシ
ス整備事業」を進めています。粟ヶ池（富田林市）
など15地区が完成しています。

○河川環境の整備

うるおいと安らぎのある水辺空間を創出するため、
「石川あすかプラン」、「安威川・水と緑の回廊計画」、
「あくた川21」などの河川環境の整備を進めています。
また、平成11年度は、黒栂谷（千早赤阪村）など

５か所で、景観や生態系と調和した「水と緑豊かな
渓流砂防事業」等を行いました。

○みどりを育てるシステムづくり

「大阪府みどりの基金」を活用して、社会福祉施
設等の民間施設内の空間や屋上緑化など特殊緑化を
実施する施設の緑化に対する助成を行うとともに、

のブナ林のトラスト運動の展開など多様
な施策を推進しています。

10

¡一人一鉢、花や木を育てましょう。

¡野鳥のエサになる実のなる木を植えましょう。

¡自然の中で生きている虫や草花などは採らずに観察

するだけにしましょう。

¡山や川などにゴミを捨てないようにしましょう。

¡ハイキングなどで持っていった物はすべて持ち帰り

ましょう。

生駒縦走歩道（全国自然歩道を歩こう大阪府大会）

海辺の教室

災害復旧森林ボランティア
（河内長野市「岩湧の森」）
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11

○公園や緑地の整備・管理

府営公園（18か所）を豊かな生活を育む公園とし
て、そして、それぞれ個性をもった公園として整備・
管理しています。

○道路・街路の緑化

街路樹を整備し、花木や草花などを植えるなど、
道路・街路の緑化を推進しています。

○緑化の普及

花と緑の相談所では、講習会、展示会、相談など
を行い緑の普及に努めています。
また、緑化スペースのない市街地において、建築
物の外壁や河川の護岸などの垂直緑化の普及に努め
ています。

○公共施設などの緑化

府営住宅や府有施設を新たに建設する場合、施設
緑化基準に基づき施設の区分に応じて敷地面積の20
～30％の緑化を進めています。
下水処理場では施設の上部空間を植栽するなど、
緑豊かな憩いの場として府民に開放しています。

○大阪施設緑化賞

建築物等の敷地内や壁面、屋上などに緑化が行わ
れているもののうち、これからの施設緑化のモデル
となる優れた緑化施設について府民の推薦により、
「大阪施設緑化賞」（みどりの景観賞）として表彰し
ています。

○まちづくり功労者などの表彰

府民の積極的な参加のもと、創意と工夫を活かし
た魅力あるまちづくりを進めるため、まちづくり功
労者の表彰や講演会等を開催しています。
また、個性あふれる美しい景観づくりを推進する

ため、「大阪都市景観建築賞」（大阪まちなみ賞）を
設け、景観上優れた建築物やまちなみを表彰してい
ます。

都市の中の並木道や公園、緑や花がみせる四季の変化などは、私たちにうるおいと安らぎを与えてくれ

ます。また、街路樹は、空気を浄化したり、自動車騒音を少しやわらげるなどの働きもしています。

また、世界都市・大阪にふさわしい都市景観づくりとともに、私たちの暮らしにうるおいや安らぎを与

える身近な環境の要素となっている歴史的遺産を後世に伝えていくことが求められています。

文化と伝統の香り高い環境に
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○美しい景観づくりのための取組

¡大阪美しい景観づくり推進会議の運営

府民の代表や学識経験者、行政が参画し、協働し
て、美しい景観づくり活動をみんなの運動として進
めていくため、平成６年12月から活動を行っていま
す。
¡大阪府景観条例の施行

「大阪府景観条例」に基づき、景観づくりの姿勢
や目標等を示す「景観形成基本方針」や公共事業を
行う際の指針となる「公共事業景観形成指針」の策
定、景観づくりの上で重要な地域である「景観形成
地域」の指定を進めています。

○都市の景観向上の誘導

¡美しい公共建築物づくり

地域の景観をリ
ードし、まちの魅
力を高め、活性化
に役立つ美しい府
有建築物づくりを
進めています。

¡大阪府景観形成誘導推進協議会

府、市町村で構成し、調和のとれたまちなみや個
性豊かなまちなみの創出・保全を促進しています。
¡魅力ある道路空間の創造等

電線、電話線等の地中化や、屋外広告物法及び大
阪府屋外広告物条例に基づく看板など屋外広告物の
規制や指導などを行っています。

○伝統的なまちなみの保存や歴史の道などの整備

国の重要伝統的建造物群である富田林寺内町など
のまちなみや、日本最古の官道とされる「竹内街道」
などの古道の保存、整備を進めています。

○文化財の保護

大切な歴史的遺産の文化財指定や登録文化財の登
録促進を図るとともに、指定文化財の修理や防災施
設設置等に助成を行っています。
また、埋蔵文化財包蔵地内では、開発工事で文化

財が失われないよう協議・指導を行うとともに、発
掘調査により資料の整備・保存を図っています。

○狭山池ダム資料館（仮称）の建設

狭山池を治水ダムに改修する「平成の大改修工事」
の内容と意義を後世に伝えるとともに、発掘調査で
見つかった狭山池の堤体や樋などの土木技術遺産を
展示し、紹介する資料館を建設します。平成12年度
開館の予定です。

○府立博物館などの整備・運営

泉北考古資料館、弥生文化博物館、近つ飛鳥博物
館など、府立の博物館では、発掘した多数の遺物を
展示公開しています。

12

¡都市公園や街路樹など地域のみどりづくりに協力し

ましょう。

¡地域の景観づくり・まちづくりに積極的に参加しま

しょう。また、こどもたちにまちの美しさを守り育

てることの大切さを教えましょう。

¡歴史的遺産を再生・活用している地域の取組に参加

しましょう。

大阪府立国際会議場
（グランキューブ大阪）

富
田
林
寺
内
町

資
料
館
の
建
設
風
景

近
つ
飛
鳥
博
物
館

登録文化財（生駒時計店）

提
供：

和
泉
市
教
育
委
員
会

池上曽根遺跡 大型建物
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○大阪府の二酸化炭素排出量
府域における1997年度の二酸化炭素排出量は約
1,468万炭素換算トンで、1990年度と比べ約4.4％増
加しており、全国総排
出量（３億3,600万炭素
換算トン）の約4.4％を
占めています。また、
府民１人当たりの排出
量は1.66（全国平均は
2.66）炭素換算トンに
なっています。

○府域の酸性雨

府域における降雨pHの年平均値は、国設大阪局
で5.28、池田局で4.97であり、前年度に比べ両局
とも改善しています。府の調査結果は、国レベルの
調査結果とほぼ同程度となっています。

○地球環境保全行動指針の推進

府民・事業者・行政がそれぞれの立場で地球環境
保全に向け行動するため、「豊かな環境づくり大阪
府民会議」において平成７年６月に策定した「地球
環境保全行動指針」の普及啓発を進めています。

○地球温暖化防止対策の推進

大阪府地球温暖化対策地域推進計画（平成７年３
月策定）に基づき、省エネルギー対策、低公害車の
普及などの交通対策、ごみの発生抑制・資源化の推
進等、温室効果ガスの排出抑制を図っています。

○オゾン層保護対策の推進

「大阪府フロン対策協議会」を設置し、市町村、
関係業界にフロン回収を働きかけるとともに、市町
村の回収事業を支援するために回収機等を貸与する
など、府域におけるフロン回収を促進しています。
また、特定フロンを使用している府有建築物の空

調用冷凍機などを順次取り替えています。

○酸性雨対策の推進

酸性雨の原因物質である窒素酸化物、硫黄酸化物
の排出を抑制するため、大気汚染防止法等に基づく
工場・事業場への規制・指導等を行っています。
また、府内での酸性雨の実態調査やメカニズム解

明のための大気環境解析調査研究や生態系影響調査
等を実施しています。

現在、地球の温暖化、オゾン層の破壊、酸性雨、森林（特に熱帯雨林）の減少といった様々な環境問題

が地球規模で進行しています。わたしたちのこどもたちの世代、そして子孫へと、この豊かな緑と水に恵

まれた美しい星「地球」を引き継ぐために、身近な環境を守ることが地球環境の保全につながることを認

識し、行動していくことが必要です。

地球環境保全に資する環境に優しい社会に

週降雨の年平均pH及び出現頻度�
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（注）年平均値は、1週間連続ろ過捕集した�
　　試料の測定値を雨量で加重平均した�
　　ものである。�
　　出現頻度は、1年（５２週）の測定値の�
　　うち凡例の各5分野に占める割合（％）�
　　を示す。�

大阪府における二酸化炭素排出量（１９９７年度）�

産業�
４４％�

1,468万�
炭素換算トン�

家庭１９％�

業務�
１７％�

３６％�
民生�

運輸�
１６％�

エネルギー�
転換�
１％�

廃棄物焼却�
３％�

温室効
果ガス

地球温暖化のしくみ�

太陽光�

太陽光�

赤外線�

赤外線�

温室効�
果ガス�

大気�

大気�

温室効果ガスの�
濃度が上昇する�
と…�地球�

地球�

　地表面付近の気温は、日射エネルギー
と地球から宇宙に出ていく熱のバランス
で決まりますが、大気中には、二酸化炭
素などの熱を吸収する気体（温室効果ガ
ス）があり、全地球平均で15℃前後に
保たれています。�
　しかし、産業革命以降、人為的影響に
よる大気中の温室効果ガス濃度の急激な
上昇によりこのバランスがくずれ、地球
の温暖化が既に起こりつつあることが確
認されています。�
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○国際環境技術協力の推進

公害を克服した経験から持っている、様々なノウ
ハウや、技術を活かし、開発途上国等の環境問題の
解決に貢献しています。
¡海外からの研修生の受入等

海外友好提携都
市である中国上海
市やインドネシア
東ジャワ州からの
研修生の受け入れ
やJICA（国際協力
事業団）との連携
などを通して、国
際環境技術協力を進めています。
¡インターネットを通じた情報発信等

関西の自治体、経済界が協力して実施する「ＡＰ
ＥＣ環境技術交流促進事業」に参画し、インターネ
ットを通して、環境保全技術に関する海外からの研
修生情報を世界に発信しています。

○UNEP国際環境技術センター（大阪）の支援

(財)地球環境センター（ＧＥＣ）を通じ、開発途
上国等に環境保全技術を移転するため設置された
ＵＮＥＰ（国連環境計画）国際環境技術センター
（大阪）を支援しています。

○(財)地球環境産業技術研究機構(RITE)への参画

地球温暖化防止技術などを研究する(財)地球環境
産業技術研究機構（ＲＩＴＥ）に参画しています。

○地球環境を保全する計画づくり

省エネルギーの推進と新エネルギーの活用によ
り、エネルギー利用に伴う環境負荷の低減を目的と
して、エネルギー利用の中長期ビジョン「エコエネ
ルギー都市・大阪計画」の検討を進めています。
また、「地球温暖化対策の推進に関する法律」の

施行を受け、「大阪府地球温暖化対策地域推進計画」
の改定や、府の温室効果ガス排出抑制等実行計画の
策定に取り組んでいます。

○環境共生型エネルギーの利用促進

¡コージェネレーション設備の導入

村野浄水場では、環境負荷の少ない水づくりを推
進するため、高効率型コージェネレーション設備を
設置し、浄水場で使用する電力の約1/3を賄うとと
もに、廃熱を利用して廃棄物である汚泥を乾燥処理
することで埋立地への投棄量の減量化を図ります。

¡太陽光発電システムの導入

クリーンエネルギーとして注目されている太陽光
発電システムを村野浄水場に設置し、発電した電力
を浄水場の混合槽の動力として利用するとともに、
地球環境保全等の啓発に活用しています。
¡環境共生建築技術の推進

省エネ・省資源など環境と共生する建築物の実
現・普及に努めています。また、建築工事において、
コンクリート型枠の熱帯木材から針葉樹複合合板な
どへの転換促進などにより、熱帯木材の使用抑制に
努めています。
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¡自らの行動スタイルを見つめなおしてみましょう。

¡日本中の、世界中の人がどんな取組をしているのか

学んでみましょう。

¡自分の身の回りのできることから始めましょう。

¡環境にやさしい活動に参加してみましょう。

気候変動枠組条約とCOP3

地球温暖化防止のため、大気中の温室効果ガス濃度の
安定化を目的として、国連気候変動枠組条約が1992年5月
に採択されました。1997年12月に京都で開催されたこの
条約の第3回締約国会議(ＣＯＰ３)では、温室効果ガスの
総排出量を2008年から2012年までに先進国全体で1990年
に比べ5％以上削減することを求めた京都議定書が決まり
ました。
¡対象温室効果ガス：二酸化炭素、メタン、亜酸化窒素等6種類

¡主な国の削減目標：日本―6％、米国―7％、ＥＵ―8％

海外からの研修生

RITE

UNEP国際環境技術センター
（大阪）

排熱蒸気�
ボイラー�

脱水�
ケーキ�

ガスタービン�

商用電力�

浄水場各構内�
電力負荷へ�

蒸気�

蒸気�
乾燥機�

蒸気�
加温�スラリー�

（液状汚泥）�

乾燥ケーキ�
（重量減）�

運搬廃棄埋め立て�

加圧脱水機�

村野浄水場コージェネレーションシステムフロー�

一つの燃料源から二つの異なるエネルギーを生み出すコージェネレーションでは、例え
ば従来は捨てられていた発電時の熱を回収するなど、エネルギーを有効に活用すること
ができます。
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　環境に関する図書（約9,500冊）などの貸出・閲覧、啓発用のビデオやパネルの�
貸出を行っています。また、環境問題全般に関する相談を行っています。�
■電　　話　06－6261－1540�
■開館時間　午前 9時30分～午後 5時15分（休館：土曜日、日曜日、祝日・休日、�
　　　　　　年末年始）�
■所 在 地　大阪市中央区本町１－４－８　ひし富ビル２階（地下鉄堺筋本町駅か�
　　　　　　ら東へ徒歩３分）�
�
（財）大阪みどりのトラスト協会�

　みどりや自然などの情報提供を行っているほか、みどりのボランティアの育成、派遣も行っています。�
■電　　話　06－6260－3580�
■開館時間　午前９時～午後５時45分（休館：土曜日、日曜日、祝日・休日、年末年始）�
■所 在 地　大阪市中央区本町１－４－８　ひし富ビル３階（地下鉄堺筋本町駅から東へ徒歩３分）�
■ホームページ　http://www.mydome.or.jp/ogtrust/�
�
府立緑化センター�

　施設緑化のお手伝いや相談を行っているほか、講習会・研修会を開催しています。�
■電　　話　0729－58－6345　■開館時間　午前 9時～午後 5時45分（休館：土曜日、日曜日、祝日・休日、年末年始）�
■所 在 地　羽曳野市尺土442　府立農林技術センター内（近鉄藤井寺駅から近鉄バス羽曳ケ丘８丁目下車徒歩５分）�
■ホームページ　http://www.mydome.or.jp/green/�
�
府営服部緑地都市緑化植物園　花と緑の相談所�

　毎月、花や草や木についての講習会、展示会を開催するほか、花と緑の相談を行っています。�
　また、針葉樹や街路樹の見本園、ハーブ園、ロックガーデンなどがあります。�
■電　　話　06－6866－3622　■開館時間　午前10時～午後 5時（休館：火曜日、ただし祝日・休日の場合は翌日、年末年始）�
■所 在 地　豊中市服部緑地１－１（北大阪急行緑地公園駅から西へ徒歩10分）�
�
府営大泉緑地　花と緑の相談所�

　毎月、花や草や木についての講習会、展示会を開催するほか、花と緑の相談を行っています。�
　また、相談所横には、植物の香りやてざわり、水の音や風の音、水の感触などが楽しめる「ふれあいの庭」があります。�
■電　　話　0722－52－3651　■開館時間　午前9時～午後5時（休館：火曜日、ただし祝日・休日の場合は翌日、年末年始）�
■所 在 地　堺市金岡町128（地下鉄新金岡駅から東へ徒歩15分、JR堺市駅・南海堺東駅から南海バス金岡車庫下車徒歩10分）�
�
（財）大阪中小企業振興センター�

　中小企業が省エネルギーや再生資源の利用、環境管理・監査制度（ISO14000S）などに対応できるよう、エネルギー・
環境対応情報の提供を行っています。�
■電　　話　06－6947－4376　■開館時間　午前 9時～午後 5時45分（休館：土曜日、日曜日、祝日・休日、年末年始）�
■所 在 地　大阪市中央区本町橋２－５　マイドームおおさか内（地下鉄堺筋本町駅から東へ徒歩５分）�
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